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Atopic　Dermatitis　with　Lichenification　Coinciding
　　　　　with　Eccrine　Gland　Distribution
Tooru　HIRABAYASHI，　Noritaka　SAEKI，　Yasuaki　TOKUDA
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We　examined　50　patients　with　atopic　dermatitis，　in　whom　areas　of　marked　lichenification
coincided　with　areas　of　dense　eccrine　gland　distribution，　in　terms　of　the　correlation　between
sweating　and　exanthema．　The　sweating　test　showed　hypohidrosis　and　histopathologic　examination
showed　dilatation　of　intradermal　sweat　ducts，　probably　due　to　obstruction　of　sweat　pores．　Results
of　intracutaneous　tests，　lgE　RIST　and　lgE　RAST　reactions　did　not　differ　from　those　of　other　forms
of　atopic　dermatitis．　Type　reaction　due　to　antigen　invasion　were　followed　by　late　phase　IV
reactions．　The　histological　picture　was　correspondingly　diverse．　Exanthema　remission　also　caused
normalization　of　sweating．　Thus，　we　consider　the　correlation　between　atopic　dermatitis　and　sweat－
ing　to　either　induce　or　aggravate　one　form　of　this　condition．
緒 言
　アトピー性皮膚炎は家族内発症傾向があり，各年
齢層での比較的類型的な臨床像を呈しその病因とし
て高IgE血症を基本とする点で諸家の一致が見ら
れる．しかし皮疹の発現および，増悪因子として様々
なアレルギー反応のほか，皮脂の分泌低下，発汗の
異常が強く関わっていると考えられ，尚かなり混沌
とした部分が多い．また長い経過からSulzberger
が記載した病型に加えて，臨床的にかなりバラエテ
ィに富んでいる．発汗異常に関してはSulzberger
ら1）やPapaら2）のエクリン汗腺体部の分泌機能の
低下，もしくは汗管の通過障害による発汗低下
pseudoanhidrosis1），一方ではRovensky＆Sax13）
はhygrometerを用いて発汗閾値の低いことを，
Korting4）は発汗の増加という報告もあり不定であ
る．このほか汗成分に対する特異的IgE抗体を検：出
したとの報告もあり，発汗の異常や直接汗に対する
アレルギー反応が，皮疹の出現および増悪に関連す
る可能性があると考えられる．我々は特に発汗ζ密
接に結び付き，繰り返しての発疹，増悪によると考
えられるエクリン汗腺高密度分布領域5）に強い皮疹
を生ずる特異な苔癬化型のアトピー性皮膚炎汗疹性
苔癬化型患者と，それ以外のアトピー性皮膚炎患者
との比較を通じて，発汗テスト，病理組織学的検討，
免疫学的及び免疫組織学的による比較検討を加えた
ので以下にその成績を報告する．
対 象
東京医大皮膚科アレルギー外来に，通院ないし入
（1993年3月17日受付，1993年4月12日受理）
Key　words：アトピー性皮膚炎（atopic　dermatitis），エクリン汗腺（eccrine　gland），汗貯留（sweat　retention）
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院の患者を対象とした．成人汗疹性苔癬化型アトピ
ー性皮膚炎患者50例
　平均年齢21．9歳
対照アトピー性皮膚炎30例
　平均年齢21．8歳
典型疹型
顔面疹型
痒疹型
18例
8例
4例
方 法
　（1）発汗試験：①7例に対しヨード・デンプンを
施行した．ヨード・デンプン法は和田・高垣法6）に準
じて施行した．発汗の二進をはかるため1％塩酸ピ
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エタリン汗腺分布（Krause）
ロカルピン1mlを発汗試験の10分前に上腕外側に
皮下注し，ヨードデンプン反応により皮膚の汗孔に
一致してデンプンの黒い点，あるいは輪が出現する
ものを陽性とした．②12例にはオルソフタルアル
デヒド法7＞にて施行した．5％オルソフタルアルデ
ヒドエチルエーテル溶液を作製し上背部皮膚に単純
塗布し，汗孔に一致して黒色に染まるものを陽性と
し，日本光電のビデオマクロスコープにて観察，無
疹部，皮疹部について黒点の数を比較した．マクロ
スコープはキセノンランプを光源としてファイバー
スコープにて患部を照らし，プローブ内に組み込ま
れたCCDカメラにて皮膚を撮影し，カラーモニタ
ーにて観察した．記録には富士フイルムのスチルビ
デオレコーダーを用いた．ここでは，アトピー性皮
膚炎以外の患者（アトピー素因のない，汗庖，異汗
性湿疹患者）の上背部の無疹部での発汗状態と比較
した．
　（2）　組織学的検査：6例の患者（症例1，2，4，7，
8，12）に対し皮疹部位を生検し，表皮内汗管の形態
を連続切片にて観察し，前述の発汗試験の結果とあ
わせて同皮疹の発汗生理学的検討を行った．
　（3）皮内テスト：当科スタンダード抗原で皮内
テストを行い，他の型のアトピー性皮膚炎との比較
を行った．
　（4）LgE　RIST，　IgE　RAST，細胞性免疫能検査：
皮内テストと同様に，対照アトピー性皮膚炎とIgE
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写真1 写真1，2は症例11．23歳．5月撮影． 写真2
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RISTおよび主要抗原10種によるIgE　RISTを行
ない，他の型のアトピー性皮膚炎との比較を行っ
た．また，細胞性免疫能検査としてPPDおよび
PHA，　ConAによるリンパ球幼若化試験，末梢血中
のCD　4，　CD　8陽性率を調べ，汗疹性苔癬化型アト
ピー性皮膚炎の免疫学的性格について，対照アトピ
ー性皮膚炎との比較を行った．
結 果
　（1）発汗試験
　ヨードデンプン法による発汗試験では健常皮膚に
認められる発汗による黒点のほとんど認められない
部分があり，苔癬化の強いアトピー性皮膚炎の病巣
部と一致する様子が認められ，このため，アトピー
性皮膚炎の皮疹部では発汗は著明に低下していたと
考えられる．またオルソフタルアルデヒド法に於い
ても同様に，皮疹部では発汗による黒点が少なく，
無疹部と比較して，汗排出の低下した状態が観察さ
れた．マクロスコープによる観察でも，同様に無疹
部での発汗による黒点は平均249．7／cm2とその他
の皮膚疾患患者と差異は認めなかったが，皮疹部で
は平均54．5／cm2と少なく，著明な発汗の低下を認
めた．しかし皮疹の軽快した部位や，健常部では十
分な発汗が認められ，その他の皮膚疾患患者健常部
との有意差は認められなかった．
　（2）皮疹部の病理組織学的検査
　連続切片にて皮疹部の表皮内汗管を観察すると，
汗孔拡大・角栓形成・表皮内汗管の拡張，表皮内汗
管周囲の有棘細胞の軽度の細胞内浮腫を認めた．
　（3）皮内反応
　代表的な皮内抗原16種による皮内テストでは，ハ
ウスダスト91％ダニに89％陽性，日本杉ブタク
サなどの花粉抗原や，肉，魚などの食事抗原でも共
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　　無疹部の皮膚の観察では，
　　鷺沼に一致して0一フタル
　　アルデヒドによる黒点を多
　　数認める．
に高い陽性率を示したが，対照アトピー性皮膚炎患
者30例による皮内テストでも同様の傾向であり，特
別な有意差を認められなかった．
　（4）血清IgE濃度
　血清IgEおよび，　IgE　RAST　10種の表を示す．
汗疹性苔癬化型アトピー性皮膚炎ではIgEはLog
平均19081U／ml，対照群では22971U／mlと両群と
も高値を示し，統計的に有意差を認めなかった．代
表的な環境抗原5種，食事抗原5種の10種による
IgE　RASTでも，　DF　87％DP　81％杉63％（score
2以上）などに高い陽性率を示しているが対照アト
ピー性皮膚炎患者のIgE　RAST　scoreも高く，特
定の抗原によるIgE　RASTは特別に有意差を認め
なかった．
　（5）免疫学的差異
　ツベルクリン反応の陽性率は両群とも低く，汗疹
性苔癬化型アトピー性皮膚炎でも低く36％であっ
たが，対照群でも33．3％と低値であり同様の傾向
を示した．リンパ球サブセットではCD　4が汗疹性
苔癬化型アトピー性皮膚炎で5％の危険率で対照ア
トピー性皮膚炎より統計的に有意に低値を示した．
しかしCD　8は両群間に統計的な差異はみとめてい
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　　は著明な発汗の低下を認め
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類3マクロスコープによる汗疹性苔癬化型アトピ
　　一性皮膚炎と健常人での発汗数の比較
ない．CD　4／8は5％の危険率にて汗疹性苔癬化型
アトピー性皮膚炎の方が，対照アトピー性皮膚炎よ
り統計上有意な低値を示した．リンパ球幼若化試験
ではPHA　ConAともに高いstimulation　indexを
示すが両群鶴に統計上有意差は認められなかった．
また免疫組織染色では，CD　3すなわちpan　Tcellは
対照と比較して血管周囲性にdiffuseに強く染まる
ものの，全体としては陽性細胞に乏しく，汗腺腺体
への集積は認められなかった．
考 案
　アトピー性皮膚炎と発汗の関係については，発汗
の減少，増加等の諸記載が多くある．Korting5）らは
．
N・
　　　　　ゆ　　　　　　　　　コも1騒騒艶
　写真8
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　　皮疹部の病理組織学的検査
連続切片にて皮疹部の表皮内汗管を観察する
と，汗孔拡大角栓形成表皮内汗管の拡張及び，
表皮内汗管周囲の有棘細胞の軽度の細胞内浮腫
を認めた．この状態は，表皮内汗管の汗孔の閉
塞によるものと考えられた．
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発汗は充進ずるとしているが，汗貯留症候群と関連
して角層内汗管の閉塞によるエクリン汗排泄低下と
する（pseudoanhidrosis）Sulzbergerら1）Shelley
ら8）の報告もある．山田9）は比較的著明な能動汗腺
数の増加にかかわらず，発汗量は正常であり，汗の
汗貯留が考えられるとしている．また，Rovensky4）
はアトピー性皮膚炎の苔癬化皮疹は同一患者の対照
　loglgE
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部に比べて発汗閾値が低いことを示した．Rajkalo）
はアトピー性皮膚炎では，皮膚の水分量の多いこと
を明らかにし，エクリン汗腺による膨潤のためと考
えた．しかし，経表皮性水分喪失（以下TEWL）に
よる研究では，角層自体のバリヤーとしての機能を
重視する趨勢にあり11），TEWLが高いからといって
必ずしも発汗が高進しているとは考えずに，逆に角
層の機能が低いために常に体液が漏失していると考
えられる．つまり角層の水分保持能が低いために
TEWLが西進して，皮膚は乾燥した状態となる．
Landmannら12）Melnikら13）はそのbarrieaは主と
して，lamellar　bodiesに由来するsphingolipids殊
にceramidelの産生低下がその主因と主張してい
る．またKllstala14）らはコリン刺激により発汗さ
せ，その前後でTEWLを測定して，その差を純粋
な発汗と考えることで，アトピー性皮膚炎での発汗
が減少していたことを示している．エクリン汗の分
泌過程の障害を分類して汗腺よりの分泌障害と，汗
管の異常による通過障害の2つの障害が考えられて
いる．Sulzberger1）らはアトピー性皮膚炎患者の皮
膚を組織学的に検査して汗孔の角化，不全角化細胞
による表皮内汗管の閉塞による汗の欝滞，発汗の低
下を来すと考えた．また0’Brien15）は続出の壁を形
成する，いわゆるケラチンリングの閉塞が，発汗の
低下に関与するとしている．またCormia＆
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　　RAST　score　2または3にて区切っても，汗疹性苔癬化型アトピー性皮膚炎と対照アトピー性皮膚炎の陽
　　性パターンが酷似していることが分かる．
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CD4 CD8
Kuykendal116）は慢性湿疹で汗管を閉塞している
parakeratotic　plugを中心にPAS陽性，ジアスタ
ーゼ抵抗性の塞栓を見出している．我々の調べた組
織中にも表皮内汗管の閉塞を思わせる像と，この下
CD4／8
1．　0
図8　リンパ球サブセット
の汗管の拡張を認め，二部での汗の欝滞を考えさせ
られた，また同部に一致してオルソフタルアルデヒ
ドによる黒点を認めている．マクロスコープによる
観察でも皮疹部における発汗の著明な低下が認めら
（8）
1993年7月 平林他2名：アトピー性皮膚炎の汗疹1生苔癬化型皮疹 一　355　一
れたが，外用剤による治療により皮疹は軽快してき
ており，発汗状態もほぼ正常となり，健常者との差
はほとんど認められなくなる．また，同部の組織図
にても，炎症反応は弱く汗腺周囲のリンパ球等の活
発な働きは認められず，少なくとも本皮疹では直接
汗腺に対するアレルギー反応とは考えがたかった．
本皮疹をルーペで拡大観察すると，増悪時には色素
沈着を伴った苔癬化局面に等間隔に点在する小丘
疹，小血痂が認められる．これらは汗欝滞による紅
色汗疹様皮疹と考えられる．つまり，繰り返して生
ずる汗欝滞と，これを掻破する為の掻破痕の混在と
SI　500
400
”’R66””
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　　PHA　ConA図9　リンパ球幼若化試験
考えられる．一方，本型のアトピー性皮膚炎患者と，
他の型のアトピー性皮膚炎患者の免疫学的パラメー
ターを比較すると，血清IgE　RIST，　IgE　RAST即
時型皮膚反応PPD陽性率，　CD　4，　CD　8，リンパ球
幼若化試験において差異が認められない．食餌抗原
による感作の機序については，なお幾多の残された
問題があるが，ダニをはじめとする環境抗原はこれ
らの汗疹部，掻破痕からの表皮内侵入が当然考慮さ
れよう．Gondo17）らはダニ抗原の塗擦試験，および
貼付試験において，ごく浅い切創を加えた部位が無
処置皮膚に比べて，著明な即時型，late　phase反応
および7日後の湿疹様反応を誘発し得たことを報告
しており，汗疹およびその創破痕がGondoらの浅
い切傷と同様のantigen　entry　gateとしての役割を
演じたものと考えられる．このような機序は他の型
の皮疹や，その掻破痕でもあり得ることであろう．
殊にアトピー性皮膚炎の診断基準のすべては強い廣
痒を繰り返す皮疹を例外なく挙げている．それ故に
免疫学的パラメーターに差がないと考えられよう．
これに加えて，Uehara18）らはアトピー性皮膚炎患
者のヒトのフケに対するパッチテストでの反応が高
いことを報告し，Berrens＆Guikers19）はフケに対
するIgE抗体があるとしている．このフケには表皮
細胞，脂質，汗，その他のいろいろな微小器官や環
境抗原の混入している可能性がある．この汗とふけ
との関連は両者を個別に集めることが困難であるた
め，どちらが主なアレルゲンであるかを判定するこ
とは極めて困難である．また汗とフケの間の交叉反
写真9汗欝血によると考えら
　　れる色素沈着を伴った苔癬
　　化局面に等間隔に点在する
　小丘疹，小血痂．
（9）
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応があることも報告されている20）．忌中の主な抗原
となるであろう蛋白成分は，主としてアルブミンも
しくはα1一アンチトリプシンなどであることが最近
次第に分かってきており，最近の技術の進歩に期待
されるべき分野であろうと思われる21）22）．
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